
平成23年度事務事業評価表（平成22年度振り返り）

政策名

所管課係名

事業費
（実績額）

人件費
（理論値）

トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

114,884 0 31,681 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 4 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 4

（ 人 ） （ 件 ） （ 冊 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 114,975 0 31,488

上乗 □ （ 人 ） （ 件 ） （ 冊 ）

■ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 114,418 0 31,112

□ （ 人 ） （ 件 ） （ 冊 ）

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

114,884 1 200 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 4 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 4

（ 人 ） （ 件 ） （ 部 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 114,975 1 300

上乗 □ （ 人 ） （ 件 ） （ 部 ）

■ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 114,418 1 2,000

□ （ 人 ） （ 件 ） （ 部 ）

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

114,884 20 879 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 4 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 4

（ 人 ） （ 人 ） （ 人 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 114,975 15 606

上乗 □ （ 人 ） （ 人 ） （ 人 ）

■ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 114,418 13 1,033

□ （ 人 ） （ 人 ） （ 人 ）

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

114,884 291 2,460 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 4 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 4

（ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 114,975 293 2,630

上乗 □ （ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

■ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 114,418 292 2,500

□ （ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

一般財源分

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

豊かな出合いでにぎわうまち 施策番号・名 20 文化活動の推進 基本事業番号・名 20-03

450
説明欄：19年8月より展示公開を開始し
た。経費的には整備事業が終了し、20年度
より経常的な運営費のみの負担となった。
現在、収蔵文化財の調査とデータ化を継続
的に進めている。さらに広範囲なＰＲを行
うとともに、講座・特別展等の企画事業を
充実し、活用度を高めていく必要がある。

所管課長 生涯学習課　 山下　一美

説明欄：19年8月より展示公開を開始し
た。経費的には整備事業が終了し、20年度
より経常的な運営費のみの負担となった。
現在、収蔵文化財の調査とデータ化を継続
的に進めている。さらに広範囲なＰＲを行
うとともに、講座・特別展等の企画事業を
充実し、活用度を高めていく必要がある。

423

542

説明欄：講座等への応募は増加しているの
で、毎年変化のある企画立案が必要であ
る。２２年度は市制４０周年事業として
「写真展・東久留米の昔むかし」を実施し
た。講師派遣が増加しつつあり、経費はほ
とんど内部人件費のみで行うよう改善して
いる。

22

22

24年度以降に向けた方向性： 現状維持
説明欄：

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

24年度以降に向けた方向性： 現状維持
説明欄：

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

22
説明欄：講座等への応募は増加しているの
で、毎年変化のある企画立案が必要であ
る。２２年度は市制４０周年事業として
「写真展・東久留米の昔むかし」を実施し
た。講師派遣が増加しつつあり、経費はほ
とんど内部人件費のみで行うよう改善して
いる。

所管課長 生涯学習課　 山下　一美

0
説明欄：担当職員が調査・執筆し、平成２
１年度より印刷も内部印刷とした。郷土資
料室において配布。図書館、市制情報コー
ナー等において閲覧可能。定期的に市内の
文化財や歴史について紹介しており、希望
が多いため、従来の正式な印刷に復活する
ことを検討中。

所管課長 生涯学習課　 山下　一美

説明欄：担当職員が調査・執筆し、平成２
１年度より印刷も内部印刷とした。郷土資
料室において配布。図書館、市制情報コー
ナー等において閲覧可能。定期的に市内の
文化財や歴史について紹介しており、希望
が多いため、従来の正式な印刷に復活する
ことを検討中。

0

0

説明欄：「東久留米のあゆみ」シリーズ第
３巻「東久留米の近代・現代」出版に伴う
調査・執筆を担当職員が実施。基礎資料の
蓄積が進み、東久留米の近代史・教育史に
多くの新たな知見が得られた。平成２３年
度に第３巻を刊行する。また、ふるさと
マップ等の資料集の在庫のないものがあ
り、新規刊行とあわせて検討する必要があ
る。

0

0

24年度以降に向けた方向性： 現状維持
説明欄：

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

24年度以降に向けた方向性： 現状維持
説明欄：

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

0
説明欄：「東久留米のあゆみ」シリーズ第
３巻「東久留米の近代・現代」出版に伴う
調査・執筆を担当職員が実施。基礎資料の
蓄積が進み、東久留米の近代史・教育史に
多くの新たな知見が得られた。平成２３年
度に第３巻を刊行する。また、ふるさと
マップ等の資料集の在庫のないものがあ
り、新規刊行とあわせて検討する必要があ
る。

所管課長 生涯学習課　 山下　一美

事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

文化財の公開・活用

事務事業全体

0

事務事業
番号

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名

指標 指標 指標

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

20-03-01

生涯学習課
文化財係

対象 市民

市民人口 年度中の刊行数

市内の文化財や歴史を知り、郷土へ
の関心と理解を深める。

全額補助 一部補助有 市全額

714 714

文化財資料集刊行事
業

手段
・

内容

①東久留米のあゆみシリーズの発刊
(既刊・第１・２巻、予定３・４巻)
②資料集の刊行

0 930 930

意図

0 2,472 2,472

これまでに活
用された資料
集の数

20-03-02

生涯学習課
文化財係

対象 市民

市民人口 年度中の刊行数

0 210 210

文化財パンフレット
刊行事業

手段
・

内容

①「久留米の文化財」(年１回)の刊
行

0 400 400

意図
市内の文化財や歴史を知り、郷土へ
の関心と理解を深める。

165 692 857

頒布数(年間)

20-03-03

生涯学習課
文化財係

対象 市民

市民人口

文化財講座等普及事
業

手段
・

内容

①東京文化財ウィーク公開･企画事業
②郷土史講座
③講師派遣等

22 1,500 1,522

意図
市内の文化財や歴史を知り、郷土へ
の関心と理解を深める。

22 1,582 1,604

講座等への参
加者数

講座等実施回数

22 1,191 1,213

20-03-04

生涯学習課
文化財係

対象 市民

市民人口

2,980 3,430

郷土資料室運営事業

手段
・

内容
郷土資料室の整備及び運営

423 2,400 2,823

意図

450

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

義務的 努力義務的

市独自上乗せ（上乗・横出）

7,416 7,958

施設利用者

542

開室日数

市内の文化財や歴史を知り、郷土へ
の関心と理解を深める。

全額補助

市独自上乗せ（上乗・横出）

市全額

事業
形態

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

根拠
法令
等

自主的

事業
形態

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

根拠
法令
等

自主的

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

一部補助有 市全額

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

義務的 努力義務的

根拠
法令
等

自主的

義務的 努力義務的

全額補助 一部補助有

（市）東久留米市郷土資料室設置要綱

全庁評価会議
（24年度に向けた

方向性等）

説明欄：

説明欄：

説明欄：

説明欄：

事業
形態

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

東久留米市


